
【助成金について】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助成金とは、主に国や企業、助成財団等から支出されるお金のことです。 
助成金は、融資とは異なり、原則返済不要のお金となりますので、市民活
動団体にとって貴重な資金調達手段となりえます。 
ただし、事業や活動などを助けて成就させるためのお金ですので、当然誰
でももらえるわけではなく、審査や資格など一定の要件を満たす必要があ
ります。 
 
また、助成する側にもそれぞれ目的があります。 
例えば、高齢者の雇用を増やしたいとか、女性が社会進出できるような
職場環境にしたいとか、復興を支援するためだとか助成金の目的は様々
です。 
 
つまり、助成する側にとって助成金とは、目的を達成するための投資とな
る訳です。投資だからこそ、投資した以上の成果を期待しますし、慎重に
選ぶ(＝審査する)訳です。 
 
助成金はあくまでも資金源の一つです。皆様が取り組む課題の解決のた
めに、「手段として活用する」という視点を忘れずに助成金の目的や条件
などをしっかりと把握することが大切です。 
申請する際は「何のために、何故、どう取り組み、何が変わるのか」を明確
にして助成金にチャレンジしてみましょう。 

A 

支援センターに相談。情勢金活用
に関するアドバイスをもらえた 

【4マス進む】 
アドバイスの他、場合によっては助成
する側の紹介などもしてもらえます 

募集要項を読んだ。申込期限が間近だった 
【もう一度サイコロを振る】 

1から2の目：今回の申請は諦める…1回休み 
3から6の目：時間はないが申請する…2マス進む 

事業計画を立てた 
【4マス進む】 

まずは、自分たちの 
事業計画を立てよう 

ＳＴＡＲＴ 
助成金申請の流れを 
すごろく形式で学ぼう 

2マス
進む 

1マス
進む 

B 
 
 
 
 

助成金を探す 
【サイコロを振って出た目のルートへ進む】 

自分たちの事業計画に合う 
助成金を探そう 

１から３の目が出た場合：Aルート(右) 
4から6の目が出た場合：Bルート(上) 

全員止まる 

支援センターに相談。
助成金が見つかる 
【5マス進む】 

地域の支援センターを 
積極的に活用しよう 

 インターネットで情報を検索。
情報が多くて迷ってしまう 
【もう一度サイコロを振る】 

    奇数の目…1回休み 
    偶数の目…3マス戻る 

2マス
進む 

2マス
戻る 

 
 
 
 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 

1マス
進む 

 
 
 
 
 
 
 
 
B 
 
 
 
 

申請書を仮作成する 
【サイコロを振って出た目のルートへ進む】 

募集要項をよく読み、 
申請書の主要項目を仮に埋めてみよう 
１から３の目が出た場合：Aルート(左) 
4から6の目が出た場合：Bルート(右) 

 
◎申請書を仮作成するときのポイント 
1. 書式に沿って記入する 
2. 細部にこだわり過ぎない 
3. 分からない項目はそのままにする 
4. 気になったことをメモする 
5. 他のメンバーに読んでもらう 

助成する側に事前の申請相談を行った 
【もう一度サイコロを振る】 

申請書の仮作成が済んだら、事前相談を行いましょう 
1の目：分からない点を確認できた…1マス進む 
2の目：事業計画を改善できた…2マス進む 
3の目：相談する内容を整理してなかった…1回休み 
4から6の目：相談を通じて、相手(助成する側)の考え 
         方や審査基準を把握できた…1マス進む 

1マス
戻る 

2マス
戻る 

全員止まる 

支援センターに相談。申請書の作成
にあたり、アドバイスをもらえた 

【3マス進む】 
仮作成の申請書を持って相談に行こう 

1マス
進む 

助成金の締切に間に合わなかった 
【STARTに戻る】 

◎助成金申請の心構え 
助成金の締切を確認して、早めに動い
て準備していこう 

1マス
戻る 

B 

3マス
進む 

審査に対する準備をしていなかった 
【1回休み】 

審査の際にプレゼンや電話ヒアリングな
どがあったりしますので準備しておこう 

A 

申請書を完成させる 
【サイコロを振って出た目のルートへ進む】 

事前相談の結果も踏まえて 
申請書を完成させよう 

１から３の目が出た場合：Aルート(右) 
4から6の目が出た場合：Bルート(左) 

 
◎申請書作成の心構え 
伝わる、採択される申請書を書くポイント
は心構えにあります。「自分の書きたいこ
とではなく、相手が知りたいことに答える」
申請書を作成しましょう 

全員止まる 



1マス
進む 

 
 
 
 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 

1マス
進む 

1マス
戻る 

助成金が決定したことを機関紙に掲載した 
【3マス進む】 

◎助成金で事業を実施する際の留意点 
助成金を受けていることを積極的に周知しよう。
きちんと周知することが助成金を受けたことへ
の答礼となります。また、助成金を通じて課題解
決を目指すパートナーシップの推進に繋がります 

1マス
戻る 

不採択の結果に落ち込む 
【1回休み】 

◎不採択になった際の3つの心構え 
1. 不採択になっても気にし過ぎない 
基本的には、制度や審査基準と合わ
ないことが理由。活動や人格の否定で
はないので、深刻に悩み過ぎないこと 

B 

3マス
進む 

不採択の理由を問い合わせた 
【2マス進む】 

◎不採択になった際の3つの心構え 
2. 不採択の理由を問い合わせる 
結果の通知には理由が記載されていない
場合が多い。問い合わせれば、ある程度
教えてもらえます。理由を把握していない
と次も同じ結果になってしまいます 

2マス
進む 

別の助成金に挑戦してみる 
【3マス進む】 

◎不採択になった際の3つの心構え 
3. あきらめずに何度も挑戦する 
助成金の競争率は数倍から数十倍と高
いことが一般的。一度や二度であきらめず、
根気よく取り組みましょう 

1マス
進む 

1マス
戻る 

 
 
 
 
 
 
B 
 
 
 
 

A 
 
 
 
 

助成金の審査結果が出た 
【もう一度サイコロを振る】 

奇数の目：審査の結果、無事採択された
➡Aルート＜事業実施ルート＞に進む 
偶数の目：審査の結果、不採択になった
➡Bルート＜チャレンジルート＞に進む 

 
△事業実施ルートについて 
ここからが本番。助成金を活用して事業
をする際は、様々な留意点がありますの
で、それらを踏まえより良い事業の実施
を目指しましょう 
▼チャレンジルートについて 
多くの助成金は競争率が高いので、残
念ながら不採択という結果になる場合も
多い。今回の経験を活かし、次の助成金
にチャレンジしてみよう 

A 
 
 
 

助成金に再チャレンジ。申請書を提出する 
【サイコロを2度振る】 

出た目の合計が6以上の場合：採択。Aルートへ進む 
出た目の合計が6未満の場合：不採択。Bルートへ進む 

全員止まる 

3マス
進む 

1マス
戻る 

全員止まる 

事業の進捗報告を行うためのブログを用意した 
【3マス進む】 

◎助成金で事業を実施する際の留意点 
事業の進行中に積極的に情報発信することによって、事
業と団体に関して認知度を高めます。 
また、別な助成金にチャレンジした際、助成する側は過去
の実績として、申請書だけではなく、HP等で情報発信され
ている内容も参照する場合も多いので準備しよう 

B 
いよいよ事業を実施することになった 
【サイコロを振って出た目のルートへ進む】 
１から３の目が出た場合：Aルート(左下) 
4から6の目が出た場合：Bルート(左上) 

 
◎事業実施の心構え 
1. 課題の解決(＝成果)が期待されて

いることを忘れない 
2. 事業の実施状況を積極的に発信し、

周囲を巻き込む(＝繋がりを広げる) 
3. 常に振り返り(＝評価)を行い、事業

をより良いものにする 

全員止まる 

1マス
進む 

2マス
戻る 

ＧＯＡＬ 
お疲れ様でした。報告書を提出すれば、助成金による事業
の実施はすべて完了となります。しかし、そのまま終わらせて
しまうのは勿体ないことです。事業を通じて得られた成果、
経験やノウハウは広く地域や社会に対して公開しましょう 

報告書を作成する 
【もう一度サイコロを振る】 

事業が完了すると待っているのが、報告書の作
成です。大変な作業ですが、もうひと踏ん張り。 
また、団体が成長できる貴重な機会ですので、 
面倒がらずに前向きに取り組みましょう 

奇数の目：報告書を無事作成し、提出した。 
➡ＧＯＡＬへ進む 
偶数の目：まだ時間はあると、提出を先延ばしに。
➡一回休み 
◎報告書を作成する際の留意点 
1. 提出方法を確認する 
2. 成果の検証を行う 
3. 次の事業計画につなげる 
4. 社会に対してもしっかりと報告する 

全員止まる 

 イベント当日。助成側を招待していなかったことに気づく 
【1回休み】 

◎助成金で事業を実施する際の留意点 
イベント実施時や購入した機器が届いた時など、助成金で行
う事業の節目については、まめに連絡するようにしましょう。
特にイベント実施時などには招待状を送り、活動現場を見て
もらえる機会を設けると、活動に対する理解も深めることが
できて有効です 

事業実施のルールや事務手続きの確認をした 
【もう一度サイコロを振る】 

確認を怠ると、最悪の場合は事業決定の取り消しや 
助成金の返還などとなってしまうこともあります 

1の目：確認を怠り、事業の取り消しとなった…STARTに戻る 
2の目：事業実施の前に再度入念に確認をした…1回休み 
3から6の目：申請前にしっかりと確認をしていた…1マス進む 


